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I Dp-11　　　L D L の過酸化における糖鎖の修飾
　　　　　　○田中恭子、得丸定子＊、小城勝相

　　　　　　　(奈良女大・生環、上越教大・生健＊)
　　[目的]動脈硬化症と酸化ＬＤＬの関係については様々な研究がなされており、そのタンパ

ク、脂質部分の修飾については多くの報告がなされている。しかし、認識や分化に関わっ

ているとされている糖鎖についてはほとんど研究されていないが、近年には、冠動脈硬化

症の患者において脱シアル酸LDLｶ見いだされているという報告がある。この脱シアル酸の

機構がラジカル反応と関係しているのではないかと考え、ＬＤＬ酸化におけるシアル酸の動態

を検討した。
　　[方法]ヒトＬＤＬを銅イオンで酸化した。酸化の指標として共役ジェンの吸収波長である

234nin の吸光度を測定し、同時に化学誘導とHPLCを用いてシアル酸の特異的定量を行なっ

た。
　　[結果と考察]銅イオン存在下、37°C、6時間の反応において、ＬＤＬの234ninの吸光度は

0.036±0.003から1.089±0.041まで上昇し、従来からの報告と同様、脂質過酸化の充進

がみられた。一方、シアル酸の総量は35.96±0.48から24.49±1.86 nmol/mg protein

まで減少した。次に、そのシアル酸の減少とラジカル反応の関係を検討するために、ラジ

カル捕捉剤であるメルカプトエタノール、B}T存在下、もしくは窒素気流下で同様に銅イオ

ンで酸化反応を行ったところ、脂質過酸化及びシアル酸の減少は、共に有意に抑制された。

これらの結果より、銅によるラジカル酸化反応によってＬＤＬのシアル酸は何らかの酸化修飾

を受けて減少していくことが分かった。このことによって、酸化ＬＤＬのマクロファージに

よる認識に酸化修飾を受けた糖鎖が関わっているのではないかという事が示唆された。
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体調節機能を有するさまざまな成分が含まれているが、これらの

できれば米糠の有効利用が可能となる．米糠にはa －トコフェロー

イチン酸などの抗酸化物質の存在が知られており．高い抗酸化機

．本研究では米糠の抗酸化機能に注目し、米糠の摂取によって生

制できるかをビタミンＥ欠乏ラットを用いて検討した．

きたこまち」の赤糠を用いた．熱水抽出物は凍結乾燥した米糠に

え3 0 分間振とう抽出し、抽出液をろ過した後濃縮、乾燥した．

W i s t a r系雄ラットを用い、ビタミンＥ欠乏飼料（V E 欠乏

ビタミンＥ欠乏飼料＋10％米糠混合飼料（米糠混合群）、ビタミンＥ欠乏飼

0 %熟水抽出物混合飼料（抽出物群）および対照m料（普通食群）で４週間飼

. 実験終了時に下大静脈から採血し、溶血率および血清中の過酸化脂質、コレ
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了時のV E欠乏群の溶血率は約9 0％であり
示

の

生

された．米糠混合群の溶血率は、普通食群とほ

間に差が認められなか

体内がV E 欠乏状態に

ぽ同じであり溶血が改

抽出物群の溶血率はV E 欠乏群と同等であった.VE欠乏群の血清中の

度は普通食群の約5 . 7倍と高値であり、生体内酸化の増大が認められた

群

体

および抽出物群の値は普通食群の同等であった。以上から，米糠の摂

内酸化の抑制が可能であることが示された。
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